



A Study to Improve English Communication Skills in the Classroom









































































































英語Ⅰ＊ （３単位） コミュニケーション英語基礎 （２単位）
英語Ⅱ （４単位） コミュニケーション英語Ⅰ★ （３単位【２単位まで減可能】）
OCⅠ＊ （２単位） コミュニケーション英語Ⅱ （４単位）
OCⅡ （４単位） コミュニケーション英語Ⅲ （４単位）
リーディング （４単位） 英語会話 （２単位）






















































































〔会話事例〕　（Teacher）  What did you do during summer vacation?
 （Student）   I go to my grandmother’s house.


























 　　　　    What did you do? Go to your grandmother’s house?
 （Student）   I went to my grandmother’s house.



















力には二つの異なる言語能力があると考えた。BICS（Basic Interpersonal Communication 
Skills）で、日常生活で伝達内容を理解するために必要な「日常言語能力」である。学習活動の
レベルで考えると。４技能の中で、特にリスニングとスピーキングがこの能力を支える。これ











































検定教科書の「New Crown English Series」（三省堂）を使用した日本人教員による英語の授
業を週５時間設定し、ACEの授業と連携を取りながら総合的な英語力の定着を目指している。








































































































平14年度第１回 平14年度第２回 平15年度 平16年度
平均点 124.8 133.9（＋9.1） 138.9（＋5） 144.4（＋5.5）
最高点 172 174（＋2） 174（±0） 174（±0）
最低点 92 92（±0） 74（−18） 94（＋20）
　〈Listening〉50問　90点
平14年度第１回 平14年度第２回 平15年度 平16年度
平均点 66.8 70.5（＋3.7） 71.5（＋1） 74.5（＋3）
最高点 86 90（＋4） 90（±0） 90（±0）
最低点 46 50（＋4） 40（−10） 46（＋6）
　〈Reading〉50問　90点
平14年度第１回 平14年度第２回 平15年度 平16年度
平均点 57.9 63.4（＋5.5） 67.3（＋3.9） 69.9（＋2.6）
最高点 86 86（±0） 86（±0） 86（±0）
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中学１年 ・Creative Writing 　リングミス等を気にせず思っていることを絵
や切抜きを活用して自由に表現する）






















































































高校３年 ・Creative Writing ・Writingの授業を通して、身近な内容について
意見を書き留めていく
・記事をまとめて新聞発行　→　文化祭展示
・大学のエッセイコンテスト英語部門への応募
（国語科との連携）
・Presentation ・プレゼンテーション　→　自分の進路に関し
た内容または興味ある分野について英語でプ
レゼンテーションをする
・情報科とも連携し、パワーポイント等を有効
に使用して、発表
中学校で平成24年度に新学習指導要領が全面実施されるのを受けて、高等学校外国語は平
成25年度入学生から学年進行で新学習指導要領の実施となる。新学習指導要領に明示されて
いる「授業は英語で行うことを基本とする」には、英語使用のレベルについては、触れられて
いない。また、どの程度まで英語で授業をするかについては、学校の判断に委ねられている。
本来の目的は、教師が英語で授業を行うことではなく、生徒が英語に触れる機会を十分に提供
し、英語の授業を実際のコミュニケーションの場面とすることである。英語教師は、BICS育成
のために言語活動を行い、またCALP育成のために英語をツールとしてコンテンツを教える場
合にも、いかに効果的に英語を使用したらいいかを吟味する必要がある。上記プログラムにつ
いては、今後教科会でさらに検討を重ねていく。
Ｖ．まとめ
英語教員としての役割を考えると、生徒たちが将来、職業や日常生活で、英語を必要とする
場面において使えるようにすることである。たとえばインターネットを利用して読む力、書く
力、そして対話を成立させられるだけの聞く力、話す力の育成が必要である。学習指導要領の
改訂を重ね、授業時間や内容が充実しても、学校で教えられることには限りがある。重要なの
は、生徒たちが自ら学ぶ力を身につけられるように授業を工夫し、生徒の学習意欲を高めるこ
実践的英語コミュニケーション能力の向上を目指した指導
─ 141 ─
とである。また継続した学習を可能にする自立性を養成する必要がある。
そのためには、本校の「ACEプログラム」での体験型学習、また「SELHi」指定校として、
「英語」や他教科を英語で教える取組みが有効であると言える。
外国の人々と相互理解を深めるには、まず共通の言語でコミュニケーションを取ることが必
要である。英語を使ってコミュニケーションを取るのは英語を母国語とする人々だけではな
く、完璧な発音である必要はない。重要なのは、自分の意見が言えるような英語を習得するこ
とである。
外国語の習得と良好な人間関係を築く過程には、共通点が見られ、互いに努力して、時間を
かける必要がある。英語は日本語として捉えずに、直接情報や意見を交換する貴重な手段であ
る。日本語と英語の言葉の壁を乗り越えるには、積極的に英語を使用することが重要である。
日本の放送局が流す情報量と海外の英語放送局が流す情報量には圧倒的な違いがあり、報道の
見方も異なる。日本が今国際的におかれている状況を考えると、スピードを重視するグローバ
ル化へ対応した具体的な対策として、「小学校・中学校・高等学校・大学」の連携を通した英語
運用能力が高い人材の養成が期待される。
そのためには、本稿で提言しているように体験型学習、プレゼンテーション、プロジェクト
を授業に取り入れ、英語の語彙の強化とインタラクティブにコミュニケーションを行う能力を
育成していくことが必要であると考える。
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